
平成２８年８月 国見町教育委員会 会議録 

 

 １、召集日時 平成２８年８月２９日（木）午後６時３０分  

 ２、召集場所 国見町役場 小会議室（2階） 

 ３、議席指定 1番委員 石川 博利 

        2番委員 志村 裕美 

        3番委員 高橋 幸子 

        4番委員 赤坂 正行 

        5番委員 岡崎 忠昭 

 ４、議事録書名人 ２番委員 志村 裕美  ４番委員 赤坂 正行 

 ５、欠席委員   なし 

 ６、説明のため出席 

       教育次長兼学校教育課長  引地 由則 

       幼児教育課長       中田 利枝 

       生涯学習課長       羽根 洋一 

       学校教育課指導主事    宍戸 正幸 

 ７、書  記    学校教育課主任主査兼学校教育係長 黒澤敦子 

 ８、開  会   午後６時３０分  

９、議題の上程 

  ○議案第１３号 国見町文化財センター条例の制定について 

  ○議案第１４号 国見町文化財センター条例施行規則の制定について 

（事務局説明） 

   高橋議長：使用時間は午後４時半までとなっているが、午後４時半以降も使えるのか。 

   羽根課長：原則、開館時間は、午前９時から午後４時半であるが、来訪者や説明時間帯の関係な

ど可能な限り対応する。 

   高橋議長：午後４時半以降も管理の者が対応するのか。 

   羽根課長：基本的に施設は臨時職員が常駐しており、午後４時半以降の来訪者の対応については、

臨時職員若しくは、町職員が行うことになる。 

   高橋議長：土日休館とはどういうことか。 

   羽根課長：施設はできたが、これから展示物を運んで整理する。正式オープンまでは土日を休館

日と考えている。 

   高橋議長：どのような地域活動が想定されているか。 

   羽根課長：この施設は旧小学校ということで地域の人たちが集える施設が改築の目的であり、文

化財を中心とした施設としながら、地域の方が集まり、歴史を語り、町の人たちが話

し合う利用を考えている。 

   高橋議長：地域とは、大木戸地区のことか。 

 



   羽根課長：大木戸地区の方が集まりやすいと思うが、町民の方が文化財を介して集まってもらえ

る施設になればよい。 

   志村委員：地域の人で自分の家に眠っている農機具を寄贈してもよいのかという話も聞く。 

   羽根課長：農機具は、傷んでいる物もあるが、ある程度揃っている。 

石川委員：条例第４条の事業とは町が主催するという意味か。 

   羽根課長：町の事業もあるが、郷土史研究会など町内の団体が使用する場であってほしい。 

   石川委員：施行規則「使用料の免除の例示」、条例第 4条の事業により使用料は免除になるが、他

町の方は使用料が掛かるのか。個人で申し込みは、どうするのか。 

   羽根課長：研修室の使用料は原則として徴収するが、文化財関連業務であれば町内外を問わず免

除になる。個人の使用は、使用簿に記名してもらう。 

   志村委員：今まで町の歴史講演会などは文化センターで実施していたが、今後は、どうするのか。 

   羽根課長：文化財関係の小規模な催し物は文化財センターの研修室も使用できるが、人数によっ

ては文化センターを使用する。 

高橋議長：異議ないか。（異議なしの声） 

高橋議長：議案第１３号、第１４号は承認された。 

  ○議案第１５号 補正予算（第３号）について 

 （事務局説明） 

   石川委員：保健体育費の需用費印刷製本費５７３千円はどのようなものを予定しているのか 

   引地次長：社会的課題に対応するための学校給食の活用事業の報告書を作成する。 

   赤坂委員：民生費の需用費修繕費９８千円は、保育室壁掛エアコン１台の薬品洗浄ということだ

が、高いのでは。 

   中田課長：表面的な汚れではなくエアコンの奥の方にゴミが付着して取りづらくなっており、故

障が起こる前に薬品で取り除く。 

   志村委員：国見小校庭のクレイ舗装の説明をしてほしい。 

   引地次長：砂、粘土、石灰を混ぜたもので、風で飛びにくく雨に乾きやすい。 

   宍戸指導主事：梁川小はクレイ舗装であり、表面的に若干硬めだが、まわりの住宅に砂が飛ばず、

雨が降っても乾きやすく、雑草が生えず管理しやすい。 

高橋議長：異議ないか。（異議なしの声） 

高橋議長：議案第１５号は承認された。 

１０、教育長事務報告 

岡崎教育長：国見町ジュニア応援団活動は、８月夏休みにニセコ町、１０月池田町を訪問する。 

      学校給食を核とした社会的課題に対応するための活用事業は、地産地消と食品ロスの

課題を選び研究開発を行うもので、文科省から内定があり９月から実施する。 

      ９月定例議会は、９月６日から開会され補正予算と２７年度決算が主である。 

      前回以降の教育長出席会議について、子ども司書講座は、読書の町くにみを宣言でき

るように読書推進していく。ももたん広場１０万人達成して８月１８日にセレモニー

を行った。社会的課題に関わり、８月２５日には福島大学と学校給食会を協力依頼の

挨拶で訪問した。 



 

１１、各課からの報告 

学校教育課：①国見町職員の子育て支援対策並びに女性職員の活躍の推進に関する特定事業主行動

計画（案）について 

      ②熊目撃情報における対応のお願い 

      ③台風１０号接近に伴う学校・幼稚園の対応について 

幼児教育課：①子育て支援事業「くにみキッズフェスティバル」について 

②屋内遊び場くにみももたん広場の利用状況について 

生涯学習課：①旧大木戸小学校の改修工事完了及び内覧会の開催について 

      ②国見ジュニア応援団活動について 

      ③市町村対抗福島県大会について 

      ④公民館教室活動について 

      ⑤町民プール終了について 

      ⑥「くにみ演歌まつり」について 

      ⑦宝くじ文化事業「森山良子」コンサートについて 

１２、その他 

   引地次長：９月６日より９月定例議会となる教育委員長の出席をお願いする。 

   高橋議長：「和楽器体験教室」において、今までは小学生と中学１、２年生を対象としていたが、

今年度は、中学３年生２名が、指導アシスタントとしてボランティアで参加してくれた。 

 

１３、閉  会 午後７時３０分 

 

上記記録の正確なることを認めここに署名する。 

 

平成２８年８月２９日 

     

         議事録書名人 

            ２番委員  

           

            ４番委員  

 

会議書記     主任主査兼学校教育係長 黒澤敦子 

 

 

 

 


